
西
尾
実
と
道
元
（
Ｘ
）

イ
ブ
セ
ン
の
受
容

で
は
、
「
道
元
禅
師
」
執
筆
当
時
、
西
尾
実
は
イ
プ
セ
ン
そ
の
も
の
に

は
関
心
が
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
イ
ブ
セ
ン
は
、

ま
さ
し
く
当
代
思
潮
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
「
第
三
帝
国
」
論
以
外
の
イ
ブ

セ
ン
受
容
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い

て
み
て
い
こ
う
。

日
本
で
は
こ
の
頃
（
明
治
四
二
年
ｌ
引
用
者
注
）
、
イ
ブ
セ
ン
は

文
学
者
と
し
て
、
ま
た
同
時
に
思
想
家
と
し
て
そ
の
作
品
が
も
て

は
や
さ
れ
て
い
た
。
イ
ブ
セ
ン
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
先
に
記
し

た
よ
う
に
高
安
月
郊
の
「
イ
ブ
セ
ン
作
社
曾
劇
」
が
明
治
三
四
年

に
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
他
雑
誌
に
は
、
千
葉
掬
香
訳
で
「
建
築

マ
マ

師
」
（
「
歌
舞
伎
」
明
治
三
七
年
一
月
〜
四
十
年
四
月
、
「
ヘ
ッ
ダ
・

ガ
プ
ラ
ア
」
（
「
心
の
花
」
明
治
四
一
年
一
月
〜
四
一
年
五
月
）
、
「
蘇

生
の
日
」
（
『
明
星
」
明
治
四
十
年
三
月
〜
九
月
）
が
み
ら
れ
、
こ

れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
内
に
単
行
本
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

杉
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西
尾
実
は
飯
田
時
代
（
明
治
四
三
年
四
月
〜
明
治
四
五
年
三
月
）
よ

り
思
惟
様
式
に
関
心
を
集
注
し
て
い
た
⑪
。
就
中
、
「
沈
潜
」
と
い
う
儒

教
的
伝
統
の
発
想
に
親
し
み
を
寄
せ
て
い
た
②
。
事
情
は
、
「
道
元
禅

師
」
（
『
信
濃
教
育
」
大
正
三
年
三
・
四
月
号
）
で
も
、
同
じ
で
あ
っ
た
。

イ
ブ
セ
ン
の
「
第
三
帝
国
」
受
容
に
お
け
る
「
静
思
」
の
緊
要
性
の
提

言
が
、
そ
う
で
あ
る
。
西
尾
実
は
「
第
三
帝
国
」
構
想
の
是
非
に
は
言

及
し
な
い
。
西
尾
実
が
問
題
と
す
る
の
は
、
受
容
の
仕
方
に
あ
っ
た
。

い
い
か
え
る
と
、
対
象
認
識
の
方
法
に
あ
っ
た
。
即
ち
、
思
惟
様
式
の

あ
り
よ
う
が
問
題
で
あ
っ
た
⑧
。
西
尾
実
は
、
こ
の
よ
う
に
、
イ
ブ
セ

ン
提
唱
の
「
第
三
帝
国
」
論
に
多
大
な
関
心
を
示
し
て
い
た
。
関
心
の

持
ち
方
に
は
、
あ
る
傾
斜
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。



日
夜
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
稿
了
日
は
一
九
一
一
年
、
つ
ま
り

明
治
四
四
年
九
月
十
日
の
夜
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

「
人
民
の
敵
」
の
原
作
品
の
題
名
は
、
何
で
あ
っ
た
か
。
原
作
名
は
、

「
固
巨
さ
房
の
篇
目
の
」
で
あ
る
。
原
作
の
刊
行
年
は
、
一
八
八
二
（
明

治
十
五
）
年
で
あ
っ
た
。
作
者
は
、
イ
ブ
セ
ン
で
あ
る
。

「
人
民
の
敵
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
西
尾
実
の
場
合
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
原
作
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
テ
ク
ス
ト
は
翻

訳
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
原
作
の
翻
訳
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
固
冒
さ
房
呂
の
巨
号
」
の
翻
訳
史
を
み
て
み
よ

輪
っ
Ｏ

榊
原
貴
教
「
イ
ブ
セ
ン
翻
訳
作
品
目
録
」
今
翻
訳
と
歴
史
」
第
三
五

号
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
二
○
○
七
年
十
一
月
三
十
日
発
行
）
に
よ

る
と
、
日
本
に
お
け
る
「
国
ご
ざ
房
呂
①
且
①
」
の
翻
訳
状
況
は
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。
最
初
に
、
「
イ
ブ
セ
ン
翻
訳
作
品
目
録
」
の
「
序
文
」
を

掲
げ
る
。

本
目
録
は
明
治
か
ら
現
代
に
至
る
イ
ブ
セ
ン
の
翻
訳
作
品
を
作

品
別
に
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
詩
・
書
簡
の
翻
訳
を
除

い
た
。
配
列
は
原
作
発
表
順
と
す
る
。
目
録
配
列
の
表
題
は
「
イ

ブ
セ
ン
戯
曲
全
集
」
の
原
千
代
海
訳
名
を
採
用
す
る
。
ま
た
、
同

一
作
品
の
翻
訳
も
各
項
中
、
刊
行
年
代
順
と
し
た
。
単
行
書
に
は
、

＊
印
を
付
し
て
、
新
聞
及
び
雑
誌
掲
載
の
翻
訳
と
区
別
し
た
。

次
に
、
「
イ
ブ
セ
ン
翻
訳
作
品
目
録
」
よ
り
、
西
尾
実
の
弓
人
民
の
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一
方
高
山
樗
牛
の
「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」
含
太
陽
」

マ
マ

マ
マ

明
治
三
四
年
十
一
一
月
）
、
『
早
稲
田
文
学
』
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
イ
ブ

セ
ン
」
特
集
号
（
明
治
三
九
年
七
月
）
、
長
谷
川
天
渓
「
幻
滅
時
代

マ
マ

の
芸
術
」
（
「
太
陽
」
明
治
三
九
年
十
月
）
ま
た
上
田
敏
の
「
イ
ブ

セ
ン
新
論
」
（
「
新
小
説
」
明
治
四
十
年
三
月
）
等
、
独
自
の
評
論

や
欧
米
の
評
論
家
の
誌
文
の
紹
介
も
活
発
で
あ
り
、
「
イ
ブ
セ
ン

会
」
の
活
動
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
雑
誌
新
聞
に
は
次
々
と
評
論
が

紹
介
さ
れ
、
ま
た
遁
遥
の
こ
の
講
演
の
行
わ
れ
た
年
（
「
道
遥
の
こ

の
講
演
」
と
は
坪
内
這
遥
が
早
稲
田
大
学
出
版
部
主
催
の
早
稲
田

・
講
習
会
で
行
っ
た
「
イ
ブ
セ
ン
の
社
会
劇
」
の
こ
と
で
あ
り
、
期

日
は
明
治
四
二
年
七
月
十
五
日
よ
り
二
四
日
の
間
で
あ
っ
た
ｌ
引

用
者
注
）
、
鴎
外
は
自
由
劇
場
の
た
め
『
国
民
新
聞
』
に
「
ジ
ョ

ン
・
ガ
プ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
」
の
翻
訳
を
連
載
し
始
め
て
い

た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
翻
訳
、
評
論
、
研
究
会
と
様
々
な
分
野
で
、

イ
ブ
セ
ン
の
作
品
は
新
し
い
思
想
の
盛
ら
れ
た
、
新
し
い
文
学
と

し
て
強
い
関
心
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
側
。

西
尾
実
に
ヨ
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
と
題
す
る
論
考
が
あ
る
。

三
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
は
、
「
細
道
」
（
明
治
四
四
年
十
一
月
印
刷

発
行
発
行
兼
印
刷
人
・
森
下
二
郎
印
刷
所
・
星
野
活
版
所
）
に
収
載

さ
れ
て
い
る
。

三
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
の
末
尾
に
、
「
一
千
九
百
十
一
年
九
月
十



「
固
自
さ
弄
農
の
ａ
の
」
の
邦
題
に
は
、
明
治
四
四
年
九
月
現
在
、
「
社

会
の
敵
」
、
「
社
会
之
敵
」
、
「
人
民
の
敵
」
が
あ
っ
た
。
「
人
民
の
敵
」
と

い
う
邦
題
は
、
太
田
三
次
郎
訳
以
前
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
太
田
三
次

郎
訳
「
人
民
の
敵
」
は
、
奥
付
に
従
う
と
、
明
治
四
四
年
八
月
十
八
日

に
、
政
教
社
よ
り
、
単
行
本
に
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
西
尾
実

ヨ
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
の
稿
了
日
は
、
「
一
九
一
一
年
（
明
治
四

四
）
年
九
月
十
日
夜
」
で
あ
っ
た
。
邦
題
訳
史
の
状
況
、
太
田
三
次
郎

訳
本
の
刊
行
時
期
、
三
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
の
稿
了
日
、
こ
れ
ら

を
照
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ヨ
人
民
の
敵
」

を
読
み
て
」
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、
西
尾
実
が
手
に
し
た
テ
ク
ス
ト

は
太
田
三
次
郎
訳
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
。

テ
ク
ス
ト
が
太
田
三
次
郎
訳
本
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
ど
う
な

る
で
あ
ろ
う
か
。
西
尾
実
は
、
刊
行
後
ほ
ど
な
く
本
書
を
手
に
入
れ
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
書
入
手
後
、
日
を
瞳
か
ず
に
読
了
し
、
こ
れ

ま
た
短
日
時
の
間
に
、
読
後
の
所
懐
を
「
「
人
民
の
敵
』
を
読
み
て
」
と

い
う
文
章
に
ま
と
め
た
こ
と
に
な
る
。
太
田
三
次
郎
訳
本
の
刊
行
か
ら

。
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
稿
了
ま
で
、
一
ヶ
月
も
か
か
っ
て
い
な
い

計
算
と
な
る
。
刊
行
か
ら
稿
了
ま
で
の
時
間
の
短
さ
は
、
何
を
物
語
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
番
に
寄
せ
る
西
尾
実
の
思
い
の
強
さ
が
、
浮
か

び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
「
人
民
の
敵
」
に
、
将
又
、
イ
ブ
セ
ン
に
対
す
る

西
尾
実
の
関
心
の
高
さ
が
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
か
。

太
田
三
次
郎
訳
『
人
民
の
敵
』
と
は
、
ど
ん
な
本
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
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敵
」
を
読
み
て
」
が
制
作
さ
れ
た
明
治
四
四
年
九
月
現
在
ま
で
の
分
を
、

以
下
に
掲
げ
る
⑤
。

■
人
民
の
敵
国
ロ
ざ
房
呂
①
且
の
一
八
八
二

明
治
二
六
年
三
月

社
会
の
敵
（
脚
本
）
高
安
月
郊
訳
同
志
社
文
学
（
〜
六
月
）

明
治
三
四
年
六
月

社
会
之
敵
森
燈
峯
訳
時
事
新
報
（
十
五
日
〜
七
月
五
日
）

明
治
三
四
年
九
月

＊
社
会
之
敵
森
鎧
峯
訳
森
晋
太
郎

（
訳
文
は
初
め
、
本
年
五
月
よ
り
六
月
に
亘
り
、
二
十
日
間
に
分

載
し
て
、
こ
れ
を
時
事
新
報
に
公
に
せ
り
。
原
書
の
四
，
五
両

駒
に
係
る
も
の
は
、
日
刊
の
新
聞
紙
上
に
連
載
す
る
に
於
い
て
、

局
面
の
変
化
に
乏
し
き
嫌
あ
れ
ば
、
甚
だ
し
く
之
が
省
略
を
試

み
た
る
も
、
今
集
綴
し
て
一
部
の
書
と
な
す
に
当
た
り
、
稿
を

更
め
て
、
全
く
之
を
原
書
の
状
に
復
せ
し
め
た
り
。
〉
（
序
）

明
治
三
四
年
十
月

＊
社
会
之
敵
（
「
イ
ブ
セ
ン
作
社
会
劇
」
）
高
安
月
郊
訳
東
京
専
門

学
校
出
版
部

明
治
四
一
年
十
月

社
会
の
敵
〈
梗
概
〉
の
冨
生
訳
新
潮

明
治
四
四
年
八
月

＊
人
民
の
敵
太
田
三
次
郎
訳
政
教
社



太
田
三
次
郎
訳
「
人
民
の
敵
」
は
、
ヨ
ウ
井
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
ン
グ
」

の
独
訳
」
か
ら
の
重
訳
で
あ
っ
た
。
「
人
民
の
敵
」
の
主
人
公
は
、
「
ス

ト
ッ
ク
マ
ン
」
で
あ
る
。
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
」
と
い
う
人
物
は
、
ま
っ
た

く
も
っ
て
自
分
で
は
な
い
か
。
主
人
公
に
自
身
を
な
ぞ
ら
え
る
。
か
く

て
、
「
我
が
海
軍
の
当
局
者
並
に
之
れ
に
阿
附
す
る
者
」
に
対
す
る
憤
り

が
、
翻
訳
と
出
版
の
動
因
に
な
っ
た
。
憤
り
の
強
さ
は
「
其
の
描
く
所

極
め
て
痛
快
、
歎
じ
て
日
く
「
イ
ブ
セ
ン
」
余
が
為
に
之
れ
を
作
れ
る

か
と
」
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。

太
田
三
次
郎
の
場
合
、
「
嘗
て
伯
林
に
於
て
「
イ
ブ
セ
ン
」
の
社
会
劇

を
観
た
る
」
体
験
が
、
翻
訳
の
発
端
を
な
し
て
い
た
。
「
社
会
劇
」
に
焦

点
が
合
っ
て
い
る
。
太
田
三
次
郎
に
と
っ
て
、
「
人
民
の
敵
」
は
「
社
会

劇
」
の
一
つ
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
主
張
を
代
弁

す
る
書
と
し
て
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
イ
ブ
セ
ン
の
「
社
会
劇
」
の

中
で
も
、
「
人
民
の
敵
」
を
選
択
す
る
に
必
然
性
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

日
本
に
お
け
る
イ
ブ
セ
ン
受
容
に
お
い
て
、
明
治
四
四
年
頃
の
反
応

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
イ
ブ
セ
ン
が
本
格
的
に
注
目
を
集
め
る
の
は
、

明
治
三
九
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
明
治
三
九
年
と
は
、
イ

プ
セ
ン
の
没
年
で
あ
る
。
「
日
本
に
お
け
る
イ
ブ
セ
ン
を
巡
る
最
初
の

十
年
間
」
、
即
ち
、
イ
ブ
セ
ン
の
死
の
年
、
つ
ま
り
明
治
三
九
（
一
九
○

六
）
年
か
ら
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
ま
で
の
十
年
間
の
反
応
は
、
「
イ

ブ
セ
ン
の
社
会
劇
、
問
題
劇
へ
の
圧
倒
的
な
関
心
に
染
め
ら
れ
て
」
い

た
と
い
う
。

１９１

太
田
三
次
郎
は
、
本
書
の
「
序
」
に
お
い
て
、
翻
訳
の
動
機
や
目
的
、

「
人
民
の
敵
」
の
読
み
方
等
々
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
⑧
。

余
は
文
士
に
あ
ら
ず
、
海
軍
々
人
な
り
、
好
ん
で
書
を
読
む
と

錐
、
稗
史
小
説
を
手
に
せ
ず
、
故
に
脚
本
の
翻
訳
の
如
き
は
余
が

最
も
短
と
す
る
所
な
り
、
頃
日
現
役
を
退
い
て
予
備
に
入
る
、
此

の
間
具
に
社
会
人
心
の
粧
街
卑
汚
厭
ふ
く
く
悪
む
く
き
を
観
る
、

因
て
嘗
て
伯
林
に
於
て
「
イ
ブ
セ
ン
」
の
社
会
劇
を
観
た
る
こ
と

あ
る
を
想
ひ
、
箇
底
を
探
り
、
「
ア
イ
ン
・
フ
オ
ル
ク
ス
・
フ
ア
イ

ン
ド
」
（
人
民
の
敵
）
と
い
ふ
一
小
冊
子
を
得
た
り
、
「
ウ
井
ル
ヘ

ル
ム
・
ラ
ン
グ
」
の
独
訳
な
り
、
其
の
描
く
所
極
め
て
痛
快
、
歎

じ
て
日
く
「
イ
ブ
セ
ン
」
余
が
為
に
之
れ
を
作
れ
る
か
と
、
乃
ち

試
に
之
れ
を
重
訳
し
以
て
其
の
余
に
在
て
市
長
た
り
、
「
ト
ム
ゼ

ン
」
た
り
、
将
た
「
ハ
ウ
ス
タ
ト
」
、
「
ビ
ッ
リ
ン
グ
」
た
る
も
の
Ⅲ

に
頒
た
ん
と
欲
す
、
抑
々
湯
治
場
の
人
民
は
遂
に
「
ス
ト
ッ
ク
マ

ン
」
を
人
民
の
敵
と
宣
し
た
り
、
而
し
て
我
が
海
軍
の
当
局
者
並

に
之
れ
に
阿
附
す
る
者
は
、
余
を
以
て
海
軍
に
弓
を
轡
く
も
の
と

呼
号
し
た
り
、
夫
れ
薫
猫
は
器
を
同
じ
う
せ
ず
、
正
邪
は
倶
に
存

せ
ず
、
而
て
姦
私
の
徒
は
世
を
欺
き
民
を
愚
に
し
終
に
以
て
国
家

を
誤
る
、
慨
す
る
に
勝
ふ
く
け
ん
や
、
庶
幾
く
ば
世
の
此
の
書
を

見
る
者
、
徒
に
「
イ
ブ
セ
ン
」
を
以
て
漫
に
世
態
を
脊
張
写
す
る

も
の
と
な
す
勿
れ
、
其
の
醜
粧
卑
晒
、
実
は
罵
れ
よ
り
甚
し
き
も

マ
マ

の
あ
る
な
り
、
是
れ
余
が
此
の
醤
を
訳
す
る
所
以
な
り
、



と
、
あ
っ
た
。
「
＊
」
印
は
、
単
行
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
単

行
書
『
イ
ブ
セ
ン
作
社
会
劇
』
に
は
、
「
人
形
之
家
」
と
「
社
会
之
敵
」

の
二
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
三
四
年
当
時
、

イ
ブ
セ
ン
の
社
会
劇
と
い
え
ば
、
「
人
形
之
家
」
と
「
社
会
之
敵
」
の
二

作
品
が
、
先
ず
は
指
摘
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

西
尾
実
の
場
合
、
時
代
は
少
し
下
っ
て
明
治
四
四
年
頃
の
こ
と
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
事
情
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
面
に
お
い
て
、
二
作
品
間
の
流
布
状
況
に
は
、
違
い
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
「
人
形
の
家
」
の
方
が
、
知
名
度
の
高
さ
に
お
い
て
、
よ
り
多

く
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
⑧
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
九
月
、
文
芸
協
会
は
、
演
劇
研

究
所
で
「
人
形
の
家
」
の
第
一
回
試
演
を
行
っ
た
。
こ
の
時
の
ノ

ラ
役
の
松
井
須
磨
子
が
余
り
に
も
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
帝
国

劇
場
側
か
ら
翌
年
の
上
演
作
品
を
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「
オ
セ
ロ
」

か
ら
「
人
形
の
家
』
へ
の
変
更
す
る
よ
う
に
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
『
人
形
の
家
」
が
上
演
さ
れ
た
。

上
演
自
体
は
大
成
功
を
収
め
た
。
楠
山
正
雄
（
一
八
八
四
〜
一

九
五
○
）
は
、
「
誇
張
で
も
何
で
み
な
く
、
こ
の
女
優
の
ノ
ラ
は
、

日
本
で
初
め
て
女
優
問
題
を
解
決
し
た
記
念
と
し
て
、
更
に
は
舞

台
の
上
に
女
性
を
解
放
し
た
記
念
と
し
て
永
く
忘
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
と
思
う
」
⑬
と
、
松
井
須
磨
子
の
名
前
も
広
く
世
の
中
に
知
れ

渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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日
本
に
お
け
る
イ
ブ
セ
ン
を
巡
る
最
初
の
十
年
間
の
反
応
は
、

イ
ブ
セ
ン
の
社
会
劇
、
問
題
劇
へ
の
圧
倒
的
な
関
心
に
染
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
個
人
と
家
及
び
社
会
の
間
の
緊
張
が
強
く
大
き

か
っ
た
こ
の
時
代
の
日
本
人
が
、
そ
の
点
を
衝
い
て
い
た
イ
ブ
セ

ン
の
作
品
に
一
つ
の
突
破
口
を
見
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
で
そ
の
舞
台
上
演
は
、
日
本
人
に
よ
る
自
ら
の
文
化
的
伝

統
を
踏
ま
え
た
上
で
の
西
洋
文
化
へ
の
実
質
的
参
加
の
第
一
歩
、

と
い
う
性
格
を
猿
得
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
イ
ブ
セ
ン

現
象
と
呼
び
う
る
社
会
の
広
範
な
領
域
に
及
ぶ
反
応
を
惹
き
起
こ

す
水
源
が
準
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
、
。

太
田
三
次
郎
が
イ
ブ
セ
ン
の
社
会
劇
に
着
目
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う

な
時
代
背
景
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
西
尾
実
の
場
合
は
、

ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
「
人
民
の
敵
」
と
い
う
作
品
に
着

目
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
時
代
の
動
き
が
あ
ろ
う
。
明
治
四
四

年
は
「
イ
ブ
セ
ン
の
社
会
劇
、
問
題
劇
へ
の
圧
倒
的
な
関
心
に
染
め
ら

れ
」
た
時
代
で
あ
っ
た
。

イ
ブ
セ
ン
の
社
会
劇
と
い
う
時
、
ど
ん
な
作
品
群
を
想
起
す
る
だ
ろ

う
か
。
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
冒
旨
さ
房
島
の
己
の
」
の
翻
訳
状
況
を
伝

え
た
中
に
、

明
治
三
四
年
十
月

＊
社
会
之
敵
（
「
イ
ブ
セ
ン
作
社
会
劇
」
）
高
安
月
郊
訳
東
京
専
門

学
校
出
版
部



鳴
呼
、
僅
々
た
る
哉
真
理
の
光
！

然
れ
ど
も
万
民
は
自
ら
の
尊
む
べ
き
唯
一
の
真
情
を
、

情
実
と
世
論
と
の
前
に
踏
み
踊
り
て
、

爾
を
闇
に
埋
め
去
ら
ん
と
せ
り
。

二
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
を
掲
げ
る
⑨
。

「
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
。

鳴
呼
、
偉
な
る
哉
北
欧
の
巨
人
！

独
磐
石
の
堅
き
に
立
て
る
イ
プ
セ
ン
ー

爾
の
前
に
岨
ふ
べ
き
一
九
世
紀
は
、

其
虚
偽
と
醜
悪
と
を
覆
ひ
尽
す
能
ざ
り
き
。

鳴
呼
、
尊
き
哉
、
讃
む
く
き
哉
！

虚
偽
と
情
実
と
の
虚
仮
を
去
り
、

自
由
に
、
独
立
に
、
而
し
て
強
く

鳴
呼
、
偉
な
る
哉
至
誠
の
人
！

爾
は
独
真
理
の
楯
に
筒
り
て
、

神
の
世
界
、
真
理
の
国
に
住
め
り
、

然
れ
ど
も
此
世
は
堪
え
ず
爾
を
箸
め
た
り
。

さ
て
、
西
尾
実
は
「
人
民
の
敵
」
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
か
。
西
尾
実
弓
人
民
の
敵
』
を
読
み
て
」
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
は

斯
程
の
光
栄
、
何
処
に
か
あ
ら
ん
、

斯
程
の
感
謝
、
何
処
に
か
存
せ
む
。

一
千
九
百
十
一
年
九
月
十
日
夜

第
一
連
の
「
爾
」
は
明
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ブ
セ
ン
そ
の
人
で
あ
る
。

「
爾
の
前
に
岨
ふ
べ
き
一
九
世
紀
は
、
其
虚
偽
と
醜
悪
と
を
覆
ひ
尽
す

能
ざ
り
き
。
」
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
「
虚
偽
と
醜
悪
」
と
い
う
視
点
か

ら
当
代
社
会
に
対
時
す
る
「
偉
な
る
」
存
在
者
と
し
て
の
イ
プ
セ
ン
理

解
が
あ
る
。
こ
う
し
た
イ
プ
セ
ン
像
の
も
と
に
、
「
人
民
の
敵
」
論
が
第

二
連
以
下
で
展
開
さ
れ
て
い
く
。

第
二
連
の
「
爾
」
は
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
連
の
「
爾
」
も
、

明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
ま
た
、
第
四
連
の
「
人
」
も
、
明
示
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
ヨ
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
と
い
う
題
名
と
各

連
の
記
述
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
こ
こ
に
言
う
「
爾
」
や
「
人
」
に

当
た
る
者
と
し
て
、
「
人
民
の
敵
」
の
主
人
公
、
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
」
の

名
前
が
浮
か
び
上
が
る
。
西
尾
実
が
と
ら
え
た
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
」
の

人
物
像
が
、
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
至
誠
の
人
」
「
ス
ト
ッ

ク
マ
ン
」
、
「
自
由
に
、
濁
立
に
、
而
し
て
強
く
／
真
理
に
住
む
人
！
神

鳴
呼
、
何
を
か
恐
れ
ん
、
何
を
か
悲
し
ま
ん
。

真
理
の
為
に
戦
ひ
、
神
の
命
に
鰭
る
。

真
理
に
住
む
人
！
神
と
在
る
人
！
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こ
こ
で
、
「
法
性
」
と
「
自
性
」
の
問
題
に
立
ち
戻
る
。

本
来
、
「
自
性
」
と
「
法
性
」
と
い
う
両
概
念
は
、
対
立
す
る
関
係
に

は
置
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
西
尾
実
は
両
者
を
対
立
概
念
と

し
て
用
い
て
い
た
⑫
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
確
か
な
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
当
時
に
お
け
る
西
尾
実
の
問
題
意
識
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
問
題
意
識
と
は
、
何
だ
っ
た
の
か
。
二
つ
あ
っ
た
と
推

り
、
而
か
も
下
水
溝
渠
の
不
完
全
な
る
為
に
、
彼
は
こ
の
温
泉
の

誠
に
健
康
に
害
あ
り
て
所
謂
「
腐
塵
に
塗
れ
た
る
墓
場
」
な
る
を

見
た
り
。
然
れ
ど
も
市
長
及
び
市
民
は
、
こ
の
温
泉
が
唯
一
の
市

の
財
源
な
る
を
以
て
此
の
如
き
事
実
の
公
表
を
喜
ば
ず
、
而
か
も

ス
ト
ッ
ク
マ
ン
は
真
理
の
為
に
自
由
の
為
に
か
く
の
如
き
虚
偽
を

棄
て
、
公
然
之
を
公
衆
に
発
表
せ
ん
と
す
。
社
会
対
ス
ト
ッ
ク
マ

ン
の
戦
ひ
は
蓬
に
起
る
。
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
も
亦
ブ
ラ
ン
ド
の
如
く

尤
も
社
会
の
多
数
決
主
義
民
主
主
義
を
憎
む
、
彼
は
実
に
エ
マ
ー

ソ
ン
の
所
謂
真
理
と
個
性
と
の
体
現
な
れ
ば
也
、
自
ら
の
安
全
と

放
逸
の
為
に
虚
偽
を
も
許
認
す
る
今
日
の
社
会
と
相
容
れ
ざ
る
固

よ
り
其
所
な
り
。
「
よ
し
や
世
界
は
亡
ぶ
と
も
、
我
登
敢
て
侮
辱
に

充
て
る
社
会
の
圧
制
の
下
に
屈
せ
ん
や
」
と
は
実
に
彼
の
抱
負
也
。

二
「
自
」
と
い
う
一
語
で
語
り
う
る
発
想
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と
在
る
人
」
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
」
の
よ
う
に
、
主
人
公
「
ス
ト
ッ
ク
マ

ン
」
が
描
写
の
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
人
物
像
を
浮

き
彫
り
に
す
る
、
そ
こ
に
読
み
を
収
散
さ
せ
て
い
く
。
社
会
劇
の
読
み

方
と
し
て
、
「
虚
偽
と
醜
悪
」
と
い
う
社
会
矛
盾
の
告
発
が
読
み
の
主
眼

と
な
っ
て
い
な
い
。
社
会
問
題
の
扶
出
に
力
点
が
画
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
台
詞
や
表
現
技
法
、
栂
成
等
々
作
劇
法
に
も
、
関
心
が
向
け
ら

れ
て
い
な
い
。
劇
の
中
心
人
物
は
ど
の
よ
う
に
造
形
さ
れ
て
い
る
か
、

人
物
像
を
軸
に
し
た
読
み
方
に
集
注
し
て
い
る
。
西
尾
実
は
、
当
時
、

こ
の
よ
う
に
劇
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
「
人
民
の
敵
』
を
読
み
て
」
の
「
人
民
の
敵
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
太

田
三
次
郎
訳
で
あ
っ
た
。
太
田
三
次
郎
の
読
み
も
、
先
に
示
し
た
よ
う

に
、
主
人
公
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
」
に
焦
点
が
合
っ
て
い
た
。
人
物
中
心

の
読
み
方
は
、
太
田
三
次
郎
や
西
尾
実
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
に

共
通
す
る
傾
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
西
尾
実
に
と
っ
て
、

当
時
、
「
敬
慕
」
⑩
の
人
で
あ
っ
た
斎
藤
信
策
の
場
合
を
掲
げ
よ
う
。
斎

藤
信
策
は
「
イ
ブ
セ
ン
と
は
如
何
な
る
人
ぞ
」
（
「
東
亜
の
光
」
明
治
三

九
年
六
月
）
に
お
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
た
り

「
社
会
の
敵
』
（
一
八
八
二
）
を
読
め
、
博
士
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
は

ブ
ラ
ン
ド
（
イ
プ
セ
ン
ヲ
ラ
ン
ド
」
一
八
六
六
、
の
主
人
公
名
ｌ

引
用
者
注
）
の
所
謂
「
我
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
る
や
否
や
を
知
ら

ず
、
唯
々
こ
の
地
の
民
衆
の
骨
髄
を
腐
食
せ
し
め
た
る
病
を
観
ん
」

が
為
に
故
郷
に
帰
り
来
り
し
者
な
り
き
、
彼
の
故
郷
に
は
温
泉
あ



る
。
そ
こ
に
は
自
己
否
定
の
思
考
が
あ
る
。
今
一
つ
は
、
「
み
ず
か
ら

と
「
お
の
ず
か
ら
」
の
関
係
性
で
あ
る
。
両
者
は
、
前
者
が
「
死
し
て

初
め
て
」
、
後
者
が
「
生
き
得
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
否
定
を
介
し
て
の

関
係
に
あ
る
。

「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
発
想
は
、
「
日
本
思
想
の

基
層
」
に
息
づ
い
て
い
る
。
「
『
お
の
ず
か
ら
」
を
理
想
に
、
そ
れ
へ
の

「
融
合
相
即
』
を
自
己
否
定
的
に
求
め
る
と
い
う
１
１
「
西
洋
の
観
念

形
態
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
」
発
想
で
あ
る
。
西
尾
実
の
場
合
も
、

通
底
し
て
い
る
。

近
代
日
本
を
代
表
す
る
二
人
の
思
想
家
（
西
田
幾
多
郎
・
九
鬼

周
造
１
引
用
者
注
）
の
以
上
の
言
葉
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ

に
は
日
本
人
の
思
想
文
化
一
般
の
基
本
発
想
と
も
い
う
べ
き
も
の

お
の
ず
か
ら

が
、
「
自
然
」
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
要
約
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い

る
。
「
自
然
法
爾
」
あ
る
い
は
「
お
の
ず
か
ら
」
を
理
想
に
、
そ
れ
へ

の
「
融
合
相
即
」
を
自
己
否
定
的
に
求
め
る
と
い
う
’
ｌ
西
洋
の

観
念
形
態
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
ｌ
こ
う
し
た
基
本
発
想
の

中
で
、
日
本
人
は
独
自
な
思
想
文
化
を
営
ん
で
き
た
の
で
あ
る
⑮
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
の
発
想
源
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
西
尾
実
は
、
同
じ
論
考
の
中
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
も
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
閲
。

「
自
と
い
ふ
字
に
は
二
様
の
読
み
か
た
が
あ
る
」
。
自
分
は
曽
て

か
う
書
い
た
葉
書
を
受
け
た
事
が
あ
る
。
そ
し
て
此
等
の
文
字
は

195

量
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
当
代
思
潮
と
の
係
わ
り
。
今
一
つ
は
、
自
身
の

生
き
方
に
係
わ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
当
代
思
潮
と
自
己
認
識
、
状
況

と
そ
の
中
で
生
き
る
主
体
、
両
面
に
お
け
る
問
い
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
か
。
二
つ
の
内
、
当
代
思
潮
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
記
述

し
た
⑬
。
次
は
、
生
き
方
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

西
尾
実
は
、
「
法
性
」
と
「
自
性
」
の
問
題
を
解
く
上
で
、
新
た
な
視

点
を
用
意
す
る
。
用
意
さ
れ
た
新
た
な
視
点
と
は
、
「
み
ず
か
ら
」
と

「
お
の
ず
か
ら
」
で
あ
る
側
。
西
尾
実
は
、
弓
自
」
と
い
う
文
字
」
（
「
信

濃
教
育
」
大
正
二
年
十
二
月
号
）
に
お
い
て
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の

ず
か
ら
」
の
視
点
か
ら
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

彼
（
道
元
Ｉ
引
用
者
注
）
が
法
性
と
自
性
と
の
疑
問
と
い
ひ

「
身
心
脱
落
」
と
い
ふ
あ
る
は
、
又
吾
人
の
心
境
を
以
て
推
想
し

得
る
所
が
あ
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
身
心
脱
落
」
呼
か
く
し
て
初マ

マ

め
て
自
爾
の
法
性
に
覚
醒
し
う
る
吾
等
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
み
づ

マ
マ

か
ら
」
が
死
し
て
初
め
て
「
お
の
づ
か
ら
」
な
る
我
に
生
き
得
る

吾
等
で
は
あ
る
ま
い
か
（
五
頁
）
。

「
法
性
と
自
性
と
の
疑
問
」
は
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
直
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
法
性
」
は
「
お
の
ず

か
ら
」
な
る
我
と
し
、
「
自
性
」
は
「
み
ず
か
ら
」
な
る
我
と
す
る
類
推

マ
マ

マ
マ

が
働
い
て
い
る
。
「
「
み
づ
か
ら
」
，
が
死
し
て
初
め
て
「
お
の
づ
か
ら
」

な
る
我
に
生
き
得
る
吾
等
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
つ
ぎ
の
二
点
に
留

マ
マ

意
し
た
い
。
一
つ
は
、
「
「
み
づ
か
ら
』
が
死
」
す
、
と
い
う
発
想
で
あ



わ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
の
内
容
は
と
い
う
と
、
こ
う

で
あ
る
。
「
み
ず
か
ら
」
は
「
或
人
の
一
生
は
其
目
前
の
事
象
に
の
み
拘

は
っ
て
夢
の
如
く
消
え
去
」
る
「
自
我
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
「
お
の
ず
か
ら
」
は
「
或
人
の
生
涯
は
其
深
さ
を
天
地
と

等
し
く
す
る
あ
る
」
と
す
る
。
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
の
別

は
、
「
自
覚
」
の
有
無
か
ら
将
来
す
る
「
差
別
」
だ
と
す
る
。
「
み
ず
か

ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
、
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
に
つ

い
て
「
一
個
の
我
の
内
容
」
と
と
ら
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
葉

書
の
差
出
人
の
意
図
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
差
出
人
の
ね
ら
い
は
、
そ

こ
に
は
な
か
っ
た
。
三
自
」
と
い
う
文
字
」
か
ら
四
年
後
、
西
尾
実
は

「
回
顧
と
反
省
」
（
『
学
友
」
大
正
六
年
十
二
月
号
）
に
お
い
て
、
こ
う

述
べ
て
い
る
。

（
明
治
四
三
年
四
月
に
長
野
県
師
範
学
校
卒
業
後
一
学
期
を
出

な
い
頃
の
あ
る
日
ｌ
引
用
者
注
）
私
は
次
の
や
う
な
葉
書
を
手
に

し
た
。「

「
自
」
と
い
ふ
字
が
二
通
り
読
み
方
の
あ
る
と
い
ふ
事
を
面
白

い
事
に
思
ふ
。
神
と
自
己
と
の
関
係
が
此
処
に
も
現
れ
て
居
る
と

思
ふ
。
」

私
は
こ
れ
だ
け
の
文
句
の
中
に
、
ど
れ
だ
け
長
い
長
い
意
味
を

読
み
味
つ
た
こ
と
で
あ
っ
た
ら
う
か
（
三
九
〜
四
十
頁
）
。

葉
書
の
差
出
人
は
「
神
と
自
己
と
の
関
係
が
此
処
に
も
現
れ
て
居
る
」
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今
も
機
に
触
れ
て
心
に
浮
か
ん
で
来
る
。

マ
マ

「
自
」
と
い
ふ
文
字
に
は
二
様
の
読
方
が
あ
る
、
「
み
づ
か
ら
」

マ
マ

と
「
お
の
づ
か
ら
」
と
、
此
一
一
語
を
心
静
に
胸
に
繰
返
す
と
き
は
、

同
一
の
文
字
で
あ
り
乍
ら
、
又
一
個
の
我
の
内
容
で
あ
り
乍
ら
、

其
深
さ
に
於
て
其
拠
っ
て
来
る
所
に
於
て
既
に
大
な
る
径
庭
あ
る

マ
マ

マ
マ

を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
み
づ
か
ら
」
と
「
お
の
づ
か
ら
」
と
。

マ
マ
・

マ
マ

呼
吾
等
は
み
づ
か
ら
な
る
我
に
生
く
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
お
の
づ

か
ら
な
る
生
活
を
送
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
或
人
の
一
生
は
其
目

前
の
事
象
に
の
み
拘
は
っ
て
夢
の
如
く
消
え
去
り
或
人
の
生
涯
は

マ
マ

其
深
さ
を
天
地
と
等
し
く
す
る
あ
る
は
や
が
て
「
み
づ
か
ら
」
な

マ
マ

る
我
に
生
く
る
と
「
お
の
づ
か
ら
」
な
る
生
を
自
覚
せ
る
と
よ
り

生
じ
来
つ
た
差
別
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
は
、
読
み
方
は
異
に
す
る
も
の
の
、

「
自
」
と
い
う
「
同
一
の
文
字
」
で
表
示
で
き
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の

発
見
は
、
あ
る
人
か
ら
の
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お

の
ず
か
ら
」
は
、
「
一
個
の
我
の
内
容
」
で
あ
る
。
「
一
個
の
我
の
内
容
」

は
、
「
其
深
さ
に
於
て
其
拠
っ
て
来
る
所
に
於
て
既
に
大
な
る
径
庭
あ
る

を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
深
さ
」
に
お
い
て
差

異
を
認
め
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
は
麺

マ
マ

マ
マ

「
呼
吾
等
は
み
づ
か
ら
な
る
我
に
生
く
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
お
の
づ
か

ら
な
る
生
活
を
送
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
」
に
よ
り
、
人
の
生
き
方
に
関



年
四
月
よ
り
長
野
県
下
伊
那
郡
飯
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
訓
導
と
し
て

赴
任
し
た
。
森
下
二
郎
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
三
月
に
東
京
高
等
師

範
学
校
国
漢
科
を
卒
業
し
、
同
年
四
月
よ
り
同
校
に
就
任
し
て
い
た
。

二
人
の
出
会
い
は
、
明
治
四
三
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
人
は
、

直
ぐ
に
親
し
く
な
り
、
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
。
森
下
二
郎
に
は
、
当

時
の
「
日
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
西
尾
と
森
下
は
「
日
記
」
を
醜
み

合
い
、
意
見
を
交
流
し
合
う
間
柄
に
あ
っ
た
。

わ
た
し
が
森
下
君
を
た
ず
ね
た
場
合
、
必
ず
見
せ
て
も
ら
う
の

は
、
森
下
君
が
日
記
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
る
随
想
と
か

試
論
と
か
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
森
下
君
の
随
想
・
試
論
は
、

備
忘
的
な
記
録
で
も
な
け
れ
ば
、
刊
行
物
に
発
表
す
る
よ
う
な
原

稿
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
個
性
的
な
真
実
の
披
漉
で
あ
り
、
体
験

と
思
索
の
表
現
で
あ
っ
て
、
独
自
性
に
貫
か
れ
た
著
作
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
は
当
時
、
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
評
論
や
随
筆

な
ど
よ
り
も
、
も
っ
と
深
い
感
動
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
読
む
こ
と

が
楽
し
み
で
あ
っ
た
側
。

森
下
二
郎
は
、
明
治
四
三
年
七
月
十
五
日
の
『
日
記
」
に
「
う
づ
ま

き
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、
こ
う
記
し
て
い
る
肥
。

マ
マ

聡
明
の
人
は
唯
一
種
の
対
話
を
行
ふ
一
一
個
の
「
我
」
の
間
の
対

話
で
あ
る
。
一
時
し
か
続
か
な
い
現
在
の
我
と
、
常
に
人
が
努
力

し
て
到
達
し
や
う
と
す
る
真
の
「
我
」
と
の
対
話
だ
。

マ
マ

ー
モ
リ
バ
レ
ス
。
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の
よ
う
に
、
弓
自
」
と
い
ふ
字
・
が
二
通
り
読
み
方
の
あ
る
と
い
ふ
事
」

態
を
、
「
神
と
自
己
と
の
関
係
」
の
相
の
も
と
に
受
け
と
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
だ
が
、
葉
書
の
受
取
人
で
あ
る
西
尾
実
の
と
ら
え
方
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。
「
一
個
の
我
の
内
容
」
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
た
。
差

出
人
の
意
図
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
対
応
で
あ
る
。
明
ら
か
に
と
は
、

意
識
的
に
と
も
い
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

葉
書
の
差
出
人
は
、
誰
だ
っ
た
の
か
。

西
尾
実
は
信
州
時
代
の
儲
考
を
軸
に
し
て
一
冊
の
本
に
ま
と
め
て
い

る
。
書
名
は
『
信
州
教
育
と
共
に
」
（
信
濃
教
育
会
出
版
部
昭
和
三
九

年
八
月
二
五
日
）
で
あ
る
。
本
書
に
、
ヨ
自
」
と
い
う
文
字
」
（
『
信
濃

教
育
」
大
正
二
年
十
二
月
号
）
も
収
載
し
て
い
る
。
収
載
の
際
、
西
尾

実
は
各
論
考
ご
と
に
執
筆
の
意
図
や
経
緯
、
及
び
背
景
等
々
、
い
わ
ゆ

る
自
己
解
題
と
も
い
う
べ
き
文
章
を
付
し
て
い
る
。
弓
自
」
と
い
う
文

字
」
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
葉
番
を
く
れ
た
の
は
森
下
二
郎
で
あ
る
。
東
京
へ
出
て
学

生
生
活
に
は
い
っ
た
第
二
年
目
に
書
い
た
も
の
ら
し
い
。
森
下
君

は
飯
田
小
学
校
に
お
け
る
同
僚
と
し
て
知
り
あ
い
、
生
涯
も
っ
と

も
深
い
影
靭
を
与
え
ら
れ
た
友
人
で
あ
る
（
一
頁
）
。

「
葉
書
」
の
差
出
人
は
、
森
下
二
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
。
真
偽
に
つ
い

て
は
、
今
は
吟
味
す
る
用
意
が
な
い
。
こ
こ
で
は
西
尾
実
の
指
摘
を
仮

に
受
け
入
れ
て
、
先
に
進
み
た
い
。

西
尾
実
は
、
明
治
四
三
年
三
月
に
長
野
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
同



マ
マ

上
田
敏
「
う
づ
ま
き
」
の
中
に
、
「
モ
リ
バ
レ
ス
」
に
係
わ
る
記
述
が

あ
る
。
次
に
、
該
当
箇
所
を
掲
げ
る
伽
。

は
な
し

マ
マ

春
雄
は
此
友
人
の
談
話
を
聞
い
て
、
モ
リ
ス
・
パ
レ
ス
の
言
に
伽
、

わ
れ

「
聡
明
の
人
は
唯
一
種
の
対
話
を
行
ふ
。
一
一
個
の
「
我
』
の
間
の

対
話
で
あ
る
、
一
時
し
か
続
か
な
い
、
現
在
の
「
我
」
と
、
常
に

人
が
努
力
し
て
到
達
し
よ
う
と
す
る
真
の
『
我
」
と
の
対
話
だ
」

と
あ
る
の
を
思
出
し
た
。
永
田
は
今
其
真
の
「
我
」
を
発
見
し
つ
、

ひ
と
ご
と

あ
る
の
だ
ろ
う
。
い
や
、
他
事
で
は
無
い
、
自
分
も
亦
此
真
の
我

Ｉ
ぞ
８
ゐ

を
求
め
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
な
る
ま
い
。
春
男
が
青
春
の
閥
に
立

っ
て
堅
く
決
心
し
た
事
は
、
生
命
の
内
容
を
豊
富
に
し
よ
う
と
い

ふ
の
で
あ
っ
た
。

わ
れ

モ
ー
リ
ス
・
パ
レ
ス
の
言
は
、
「
一
一
個
の
『
我
」
の
間
の
対
話
」
の
よ

う
に
、
「
対
話
」
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
上

田
敏
「
う
づ
ま
き
」
で
は
、
「
永
田
は
今
其
真
の
「
我
」
を
発
見
し
つ
魁

ひ
と
ご
と

あ
る
の
だ
ろ
う
。
い
や
、
他
事
で
は
無
い
、
自
分
も
亦
此
真
の
我
を
求

め
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
な
る
ま
い
。
」
の
よ
う
に
、
真
の
「
我
」
の
発
見

に
主
眼
が
画
か
れ
て
い
る
。
他
方
、
西
尾
実
の
場
合
、
「
二
個
の
『
我
」
」

と
い
う
と
ら
え
方
と
各
々
の
内
実
に
関
心
が
向
い
て
い
る
。
い
い
か
え

わ
れ

る
と
、
西
尾
実
の
場
合
、
「
我
」
と
い
う
対
象
を
把
握
す
る
仕
方
、
考
え

方
に
関
心
が
集
注
し
て
い
る
。
イ
ブ
セ
ン
「
第
三
帝
国
」
論
の
受
容
態

度
と
同
じ
で
あ
る
。

「
自
」
と
い
う
一
語
で
語
り
う
る
発
想
源
は
、
い
ま
み
て
き
た
よ
う
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「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
は
、
西
尾
実
の
場
合
、
「
一
個
の

マ
守

我
の
内
容
」
で
あ
っ
た
。
「
モ
リ
バ
レ
ス
」
の
言
葉
と
比
べ
て
み
よ
う
。

両
者
は
、
と
も
に
、
「
我
」
を
問
う
。
と
も
に
、
ま
た
、
「
我
」
を
二
分

割
す
る
。
分
割
さ
れ
た
内
容
は
近
似
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
或
人
の
一

生
は
其
目
前
の
事
象
に
の
み
拘
は
っ
て
夢
の
如
く
消
え
去
」
り
（
「
み
ず

か
ら
」
）
と
コ
時
し
か
続
か
な
い
現
在
の
我
」
、
そ
し
て
、
「
或
人
の
生

涯
は
其
深
さ
を
天
地
と
等
し
く
す
る
あ
る
」
（
「
お
の
ず
か
ら
」
）
と
「
常

に
人
が
努
力
し
て
到
達
し
や
う
と
す
る
真
の
「
我
Ｅ
の
よ
う
に
、
「
一

個
の
我
の
内
容
」
は
、
両
者
に
お
い
て
、
各
々
が
対
応
す
る
関
係
に
あ

る
。
類
似
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

西
尾
実
は
、
森
下
「
日
記
」
の
こ
の
箇
所
を
読
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
二
人
の
親
交
は
、
「
日
記
」
を
読
み
合
う
関
係
に
ま
で

至
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
森
下
二
郎
か
ら
の
葉
書
に
接
し
た
時
、
、
こ

の
箇
所
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

マ
マ

と
こ
ろ
で
、
「
日
記
」
に
引
用
さ
れ
た
「
モ
リ
バ
レ
ス
」
の
出
所
は
、

何
だ
っ
た
の
か
。
調
べ
得
た
範
囲
で
は
、
上
田
敏
の
小
説
「
う
づ
ま
き
」

の
可
能
性
が
高
い
。
理
由
は
、
「
日
記
」
の
該
当
箇
所
に
「
う
づ
ま
き
」

守
マ

と
い
う
見
出
し
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
「
モ
リ
バ
レ
ス
」
の
言
葉
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

上
田
敏
の
小
説
「
う
づ
ま
き
」
は
、
明
治
四
三
年
一
月
一
日
よ
り
三

月
二
日
の
間
、
「
国
民
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、
同
年
六
月
二
七
日
に
は
、

単
行
出
版
（
大
倉
書
店
）
さ
れ
て
い
る
噌



法
が
、
仏
教
や
哲
学
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

理
由
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
色
合
い
の
濃
い
「
恩
寵
」
と
い
う
言
葉
が
同

じ
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
一
つ
か
ら
も
推
通
で
き
ょ

も
つ
。

西
尾
実
は
、
さ
ら
に
ま
た
、
同
識
考
ヨ
自
」
と
い
う
文
字
」
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

マ
マ

「
み
づ
か
ら
」
な
る
我
は
此
肉
身
と
共
に
滅
ぶ
べ
き
自
我
で
あ
り
、

マ
マ

「
お
の
づ
か
ら
」
な
る
我
は
黙
々
の
裡
に
天
地
人
生
に
行
は
る
魁

聖
な
る
法
則
で
あ
る
。
人
生
は
実
に
此
間
に
行
は
る
掴
健
闘
に
外

な
ら
ぬ
（
四
頁
）
。

「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
Ｐ
両
者
間
に
は
「
健
闘
」
と
い
う

関
係
性
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
は
述
べ
て
い

な
い
。
「
健
闘
」
の
結
果
は
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
み
ず
か
ら
」

と
「
お
の
ず
か
ら
」
の
間
に
は
断
絶
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
両
者

は
連
続
し
て
い
る
の
か
。
先
に
掲
げ
た
「
一
個
の
我
の
内
容
」
で
も
、

同
じ
構
図
が
魂
め
ら
れ
た
。
「
一
個
の
我
の
内
容
」
は
「
其
深
さ
に
於
て

其
拠
っ
て
来
る
所
に
於
て
既
に
大
な
る
径
庭
あ
る
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な

い
。
」
と
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
一
言
及
は
な
か
っ
た
。
「
既
に
大

な
る
径
庭
あ
る
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
の
「
大
な
る
径
庭
」
と
は
、

断
絶
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
連
続
を
示
し
て
い
る
の
か
。

断
絶
と
連
続
と
で
は
、
様
相
は
大
き
く
変
わ
る
。

「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
の
関
係
は
、
断
絶
し
て
い
る
。
そ
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マ
マ

に
、
森
下
二
郎
の
「
日
記
」
を
介
し
て
の
「
モ
リ
バ
レ
ス
」
の
言
葉
で

あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

西
尾
実
は
「
「
自
」
と
い
う
文
字
」
に
お
い
て
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お

の
ず
か
ら
」
の
視
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

マ
マ

マ
マ

「
み
づ
か
ら
」
な
る
小
我
を
去
り
て
「
お
の
づ
か
ら
」
な
る
我
に

醒
め
る
の
は
吾
人
に
取
っ
て
大
な
る
感
謝
で
あ
り
恩
寵
で
あ
る

（
四
頁
）
。

「
小
我
」
と
「
恩
寵
」
と
い
う
一
言
葉
に
留
意
し
た
い
。
「
自
」
、
と
い
う

一
語
で
語
り
う
る
発
想
に
迫
る
鍵
語
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
各
々
の
言
葉
の
概
念
内
容
を
確
か
め
て
お
こ
う
⑫
。

小
我
仏
教
で
、
真
実
、
自
在
、
不
変
常
住
を
も
つ
浬
桑
の
大
我

に
対
し
、
真
実
も
な
く
、
自
在
も
な
い
凡
夫
と
し
て
の
自

己
。
ま
た
、
哲
学
で
、
宇
宙
の
唯
一
で
絶
対
の
実
体
に
対

し
、
人
間
の
も
つ
小
さ
な
自
我
。

恩
甑
①
神
仏
や
君
主
が
め
ぐ
み
あ
る
愛
を
与
え
る
こ
と
。
い
つ

く
し
み
。
恩
遇
。
寵
愛
。
②
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
で
神
が

人
類
に
あ
た
え
る
愛
。
神
の
め
ぐ
み
。

「
小
我
」
は
「
大
我
」
と
対
概
念
の
関
係
に
あ
る
。
西
尾
実
の
い
う

「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
は
、
各
々
、
「
小
我
」
と
「
大
我
」

に
対
応
す
る
内
容
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
小
我
」
「
大
我
」
と
い

う
語
は
、
仏
教
や
哲
学
の
用
語
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
西
尾
実
の
用



核
と
す
る
近
世
的
伝
統
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
伽
。

「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
、
両
者
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
に
、
断
絶
と
連
続
、
両
様
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど

も
、
い
ず
れ
と
も
決
め
る
ま
で
に
は
な
い
。
確
か
な
こ
と
は
、
い
ま
見

て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
仏
教
、
儒
教
、
キ
リ
ス
ト
教
等
々
に
係
わ

る
用
語
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
物
語
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
時
代
背
景
が
あ
ろ
う
。

時
代
は
、
「
修
養
」
の
季
節
を
迎
え
て
い
た
。
明
治
三
八
・
九
年
頃
か

ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
「
修
養
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
教
育
目
的
と

し
た
諸
々
の
思
想
教
化
運
動
が
み
ら
れ
た
。
社
会
主
義
思
想
と
そ
の
運

動
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
後
、
家
族
主
義
的
国
家
観
を

普
及
す
る
た
め
に
、
政
府
に
よ
っ
て
、
上
か
ら
の
国
民
道
徳
運
動
が
強

力
に
推
進
さ
れ
た
。
一
方
、
明
治
末
年
よ
り
大
正
時
代
に
か
け
て
、
民

間
か
ら
の
思
想
運
動
と
し
て
、
自
然
主
義
、
人
道
主
義
、
人
格
主
義
、

新
カ
ン
ト
派
等
の
思
想
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
の
根
拠
を
東
洋
的
道
徳
思
想
、
修
養
思

想
に
持
つ
と
こ
ろ
の
一
連
の
思
想
教
化
運
動
が
あ
っ
た
。
時
代
は
、
修

養
思
想
が
諸
々
の
教
化
運
動
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
風
潮
の
さ

な
か
に
あ
っ
た
⑮
。
当
代
の
代
表
書
の
一
つ
に
、
新
渡
戸
稲
造
「
修
養
」

（
実
業
之
日
本
社
明
治
四
四
年
九
月
）
が
あ
る
。
本
書
は
、
発
行
さ
れ

る
や
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
版
を
重
ね
、
明
治
四
四
年
の
九
月
中
す
で
に

第
六
版
、
大
正
三
年
二
月
に
は
縮
刷
版
と
し
て
第
二
九
版
を
出
し
て
い
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う
考
え
る
場
合
、
思
想
上
の
血
脈
と
し
て
何
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
が
思
い
浮
か
ぶ
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
絶
対
の
神
と
有
限
で
罪
に
汚
れ
た
人

間
の
間
に
連
続
す
る
通
路
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
孔
孟
の
教
え
は

道
徳
国
家
を
め
ざ
す
君
子
道
徳
で
あ
っ
て
、
政
治
の
た
め
の
道
徳

で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
絶
対
者
ま
た
は
天
命
は
あ
ら
ゆ
る
行

為
の
参
照
軸
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
い
と
高
き
も
の
」
で
天
上
的
な

も
の
で
あ
る
。
両
者
に
お
い
て
絶
対
者
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な

い
消
尽
点
ま
た
は
統
制
理
念
で
あ
る
⑱
。

反
対
に
、
「
み
ず
か
ら
」
と
「
お
の
ず
か
ら
」
、
両
者
は
連
続
し
て
い

る
と
考
え
る
場
合
は
、
ど
う
な
ろ
う
か
。
連
続
観
に
立
つ
時
、
そ
こ
に

は
「
儒
教
を
中
核
と
す
る
近
世
的
伝
統
」
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。自

我
の
拡
充
が
必
ず
し
も
一
つ
の
調
和
的
な
統
一
を
実
現
す
る

と
い
う
保
障
は
な
い
。
ま
た
、
主
観
的
な
も
の
か
ら
客
観
的
な
も

の
を
導
く
と
い
う
立
場
は
必
ず
し
も
必
然
的
で
は
な
い
。
こ
う
し

た
論
理
の
展
開
に
お
い
て
、
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
さ
れ
て
い
る
予

定
調
和
は
、
彼
ら
の
精
神
の
根
底
に
存
す
る
伝
統
的
世
界
に
由
来

し
て
い
る
。
彼
ら
の
内
奥
に
既
に
、
人
間
と
自
然
、
主
観
と
客
観

と
が
連
続
す
る
世
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
論
理
は
、
い

わ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
明
治
の
思
想
を
根
底
か
ら
規
定
し
て
い
た
の
は
、
儒
教
を
中



始
め
て
真
の
己
に
達
す
る
の
で
あ
る
⑰
。

「
小
我
」
「
大
我
」
と
い
う
言
葉
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
哲
学
や

仏
教
の
用
語
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
孔
子
の
教
え
や
キ
リ
ス
ト

教
の
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
小
我
を
捨
て
猶
始

め
て
大
我
を
得
る
」
「
克
己
し
て
己
に
克
ち
終
へ
た
時
、
始
め
て
真
の
己

に
達
す
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
小
我
」
「
大
我
」
は
、
連
続
す
る

関
係
に
あ
る
。
断
絶
で
は
な
い
。
孔
子
の
教
え
や
キ
リ
ス
ト
教
に
係
わ

る
用
語
が
引
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
連
続
と
い
う
点
に
お
い
て
、

思
想
上
の
血
脈
は
儒
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
系
譜
に
接
続
し
な
い
。
用
語

の
出
自
と
内
容
と
は
、
必
ず
し
も
対
応
す
る
関
係
に
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
混
在
し
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
西
尾
実
の
場
合
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
修
養
」
と
は
、
当
時
の
主
張
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
一
口
に
「
修
養
」
と
い
う
が
、
そ
の
主
張
に
は
、
禅
、

儒
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
様
々
な
言
説
に
根
を
も
っ
て
い
た
四
・
ま
さ

に
様
々
な
言
説
に
根
を
も
つ
「
修
養
」
論
の
中
に
、
西
尾
実
は
青
年
期

を
迎
え
、
自
ら
の
知
の
形
成
を
図
っ
て
い
た
。
「
道
元
禅
師
」
（
「
信
濃
教

育
』
大
正
三
年
三
・
四
月
号
）
執
筆
当
時
、
そ
こ
に
は
、
対
象
把
握
の

方
法
に
関
心
を
集
注
す
る
西
尾
実
が
い
た
。
「
自
」
と
い
う
一
語
で
語
り

う
る
発
想
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
い
ま
み
て
き
た
よ
う

に
、
一
色
に
は
染
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
混
在
し
て
い
た
。
混
在
は
、

一
面
に
お
い
て
理
解
力
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
し
、
ま
た
、
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る
り
爆
発
的
な
売
れ
方
で
あ
っ
た
。
「
小
我
」
「
大
我
」
に
つ
い
て
、

本
書
は
こ
う
説
い
て
い
る
。

孔
子
は
「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
へ
ど
も
矩
を
蹄
え

ず
」
と
い
ふ
て
居
る
。
心
の
欲
す
る
所
を
行
ふ
て
も
程
度
を
越
え

ぬ
。
是
は
克
己
の
最
上
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
恐
ら
く
動
機
正
し
く
、

外
部
の
道
と
己
の
心
と
が
吻
合
し
、
勉
め
な
い
で
其
為
す
所
が
道

に
中
る
の
で
あ
る
。
一
般
公
衆
の
善
と
す
る
所
と
、
己
の
利
と
が

別
な
も
の
で
な
い
。
故
に
己
の
欲
す
る
所
を
ド
シ
ド
シ
行
ふ
て
も
、

そ
れ
が
直
に
一
般
公
衆
の
利
と
な
る
。
即
ち
小
我
が
無
く
な
り
、

世
界
を
以
て
大
我
と
す
る
故
、
す
る
こ
と
為
す
こ
と
が
矩
を
路
え

ぬ
の
で
あ
る
。
此
境
遇
に
達
す
る
に
は
小
我
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。

普
通
に
い
ふ
己
、
即
ち
他
の
公
の
利
益
に
相
反
し
た
一
個
人
の
利

益
を
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。
是
は
己
に
克
っ
て
克
っ
て
、
克
ち
ぬ

き
、
而
し
て
己
を
殺
す
に
由
っ
て
達
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
勿
論

こ
の
場
合
に
殺
さ
れ
る
自
己
は
仮
己
で
あ
る
。
仮
己
を
殺
し
て

益
々
発
揮
す
る
己
は
真
己
で
あ
る
。
身
我
が
殺
さ
れ
て
心
我
が

愈
々
活
き
る
所
以
で
あ
る
。
／
こ
の
犠
牲
的
の
思
想
が
な
け
れ
ば
、

世
界
の
進
歩
は
望
ま
れ
ぬ
。
（
略
）
道
徳
の
歴
史
の
中
で
最
も
人
の

目
に
立
つ
も
の
は
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
山
上
で
耶
蘇
が
傑
刑
に
処
せ
ら

れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
是
は
犠
牲
の
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

己
の
生
命
を
捨
て
ら
始
め
て
大
な
る
命
を
得
、
小
我
を
捨
て
笛
始

め
て
大
我
を
得
る
の
で
あ
る
。
克
己
し
て
己
に
克
ち
終
へ
た
時
、



〈
注
〉

仙
杉
哲
「
飯
田
時
代
の
西
尾
実
（
五
）
」
「
国
語
科
教
育
研
究
論
叢
」
第

二
号
一
九
九
八
年
八
月
三
一
日

②
杉
哲
「
西
尾
実
と
道
元
（
Ⅲ
）
」
「
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
五

五
号
人
文
科
学
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日

③
杉
哲
「
西
尾
実
と
道
元
（
Ⅸ
）
」
「
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
六

十
号
人
文
科
学
平
成
二
三
年
十
一
一
月
十
一
一
日

側
中
村
都
史
子
「
日
本
の
イ
ブ
セ
ン
現
象
一
九
○
六
〜
一
九
一
六
」
九
州

大
学
出
版
会
一
九
九
七
年
六
月
五
日
五
八
〜
五
九
頁

⑤
榊
原
貴
教
「
イ
ブ
セ
ン
翻
訳
作
品
目
録
」
『
翻
訳
と
歴
史
」
第
三
五
号

ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
一
一
○
○
七
年
十
一
月
三
十
日
二
十
〜
二
一
頁

⑥
太
田
三
次
郎
訳
「
人
民
の
敵
』
政
教
社
明
治
四
四
年
八
月
十
八
日

、
注
側
四
三
三
〜
四
三
四
頁

⑧
岡
本
健
志
「
明
治
期
に
お
け
る
イ
ブ
セ
ン
受
容
」
（
在
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王

国
大
使
館
公
式
サ
イ
ト
）
、
但
し
原
注
⑬
は
省
い
た
。

⑨
西
尾
実
「
「
人
民
の
敵
」
を
読
み
て
」
『
細
道
』
明
治
四
四
年
十
一
月
印

刷
発
行
発
行
兼
印
刷
人
・
森
下
二
郎
印
刷
所
・
星
野
活
版
所

⑩
西
尾
実
「
回
顧
と
反
省
」
『
学
友
」
大
正
六
年
十
二
月
四
十
頁

伽
斎
藤
信
策
「
イ
ブ
セ
ン
と
は
如
何
な
る
人
ぞ
」
「
東
亜
の
光
」
明
治
三
九

年
六
月
（
引
用
本
文
は
斎
藤
信
策
『
芸
術
と
人
生
』
昭
文
堂
明
治
四
十
年

六
月
二
四
日
三
六
八
〜
三
六
九
頁
に
よ
っ
た
。
）

⑫
杉
哲
「
西
尾
実
と
道
元
（
Ⅷ
）
」
『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
五

九
号
人
文
科
学
平
成
二
二
年
十
二
月
三
日

⑬
注
③
に
同
じ
。

⑭
「
み
ず
か
ら
」
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
先
行
研
究
に
は
、

調
べ
得
た
範
囲
で
は
、
次
の
二
点
が
あ
る
。

・
桑
原
隆
「
国
語
教
育
論
の
展
開
ｌ
西
尾
実
の
国
語
教
育
論
ｌ
」
『
東
京
教

育
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
二
十
巻
昭
和
四
九
年
三
月

・
桑
原
隆
「
西
尾
実
の
『
国
語
国
文
の
教
育
」
（
昭
和
四
年
）
ま
で
に
み
ら

れ
る
国
語
教
育
観
」
「
国
語
科
教
育
』
第
二
一
集
昭
和
四
九
年
三
月
二

八
日

⑮
竹
内
整
一
「
「
お
の
ず
か
ら
」
と
「
み
ず
か
ら
」
ｌ
日
本
思
想
の
基
層
』

春
秋
社
二
○
○
四
年
二
月
一
日
八
〜
九
頁

⑱
西
尾
実
「
「
自
」
と
い
う
文
字
」
「
信
濃
教
育
』
大
正
二
年
十
二
月
号
三

頁
⑰
西
尾
実
「
森
下
二
郎
君
と
そ
の
生
涯
」
「
信
濃
教
育
」
昭
和
三
八
年
六
月

号
六
十
頁

⑱
『
森
下
日
記
二
（
片
鱗
巻
一
）
」
九
頁
（
引
用
本
文
は
下
伊
那
教
育
会
館

蔵
「
森
下
文
庫
」
「
滴
香
本
」
に
よ
っ
た
。
）

⑲
弓
う
づ
ま
き
」
編
注
」
（
上
田
敏
全
集
刊
行
会
責
任
編
集
『
定
本
上
田
敏
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他
面
で
は
意
図
的
な
操
作
の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
る
。
さ
ら
な
る
精
査

が
求
め
ら
れ
る
。

（
こ
の
項
、
続
く
）



全
集
第
二
巻
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
昭
和
五
四
年
二
月
二
五
日
六
五
一

頁
）

上
田
敏
「
う
ず
ま
き
」
の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て
、
本
巻
の
島
田
謹
二

「
解
説
」
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

一
九
一
○
年
は
じ
め
、
こ
の
小
説
が
で
た
時
の
日
本
の
読
書
界
を

回
顧
し
て
み
る
と
、
丁
度
自
然
主
義
の
全
盛
期
に
あ
た
っ
て
い
た
か

ら
、
そ
の
大
勢
力
に
異
を
立
て
た
こ
の
作
品
が
評
判
の
よ
か
ろ
う
は

ず
は
な
い
（
六
二
四
頁
）
。

側
上
田
敏
「
う
づ
ま
き
」
（
引
用
本
文
は
上
田
敏
全
集
刊
行
会
責
任
編
集

『
定
本
上
田
敏
全
集
第
二
巻
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
昭
和
五
四
年
二
月

二
五
日
五
九
五
〜
五
九
六
頁
に
よ
っ
た
。
）

マ
マ

伽
注
⑲
に
よ
る
と
、
「
モ
リ
ス
・
パ
レ
ス
の
言
に
」
（
初
版
本
）
は
、
『
国
民

新
聞
』
（
初
出
）
で
は
「
も
り
す
、
ば
れ
す
の
言
に
」
と
な
っ
て
い
る
。
森

マ
マ

下
二
郎
の
「
日
記
』
に
引
用
さ
れ
た
「
モ
リ
バ
レ
ス
」
と
い
う
表
記
は
、

注
側
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
「
森
下
文
庫
」
（
下
伊
那
教
育
会
館
蔵
三
清
書
本
』

に
従
っ
た
。
原
本
は
未
見
。
原
本
と
の
勘
合
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

⑰
「
日
本
国
語
大
辞
典
〔
縮
刷
版
〕
第
二
巻
」
小
学
館
昭
和
五
四
年
十
二

「
日
本
国
語
大
辞
典
〔
縮
刷
版
〕

月
二
十
日
縮
刷
版
第
一
版
第
一
刷

鯛
武
田
清
子
「
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
方
法
と
そ
の
課
題
ｌ
新
渡
戸
稲
造
の

思
想
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
武
田
清
子
編
著
「
思
想
史
の
方
法
と
対
象
」
創
文

社
昭
和
三
六
年
十
一
月
二
十
日
二
九
七
〜
三
百
頁
）

㈱
「
解
題
」
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
第
七
巻
』
教
文
館
昭
和
五
九
年
五
月
十
五

日
再
版
六
九
一
頁

⑰
新
渡
戸
稲
造
『
修
養
」
（
実
業
之
日
本
社
明
治
四
四
年
九
月
／
引
用
本

文
は
「
新
渡
戸
稲
造
全
集
第
七
巻
」
教
文
館
昭
和
五
九
年
五
月
十
五
日

再
版
一
三
九
〜
一
四
○
頁
に
よ
っ
た
。
）

㈱
『
激
石
文
学
全
注
釈
十
二
」
（
注
釈
者
藤
井
淑
禎
若
草
書
房
二
○
○
○

年
四
月
十
五
日
五
二
〜
五
三
頁
）

〈
付
記
〉

・
引
用
文
献
の
漢
字
表
記
は
、
新
字
体
に
改
め
た
。

・
引
用
文
献
の
発
行
年
は
、
文
献
の
奥
付
に
従
っ
た
。

（
す
ぎ
・
さ
と
る
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
）
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⑬
今
村
仁
司
「
親
儲
と
学
的
精
神
』
岩
波
書
店
二
○
○
九
年
十
一
月
二
七

日
二
三
七
頁

⑭
渡
辺
和
靖
「
明
治
思
想
史
」
ペ
リ
カ
ン
社
昭
和
六
十
年
十
一
月
十
五
日

増
補
版
第
一
刷
三
三
八
〜
三
三
九
頁
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